
第
２
回
定
例
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計

　

４
５
４
万
６
千
円
を
減
額
し
て
、

予
算
総
額
は
、
１
億
８
千
４
２
８

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
介
護
老
人
保
健
施

設
特
別
会
計

　

19
万
５
千
円
を
追
加
し
て
、
予

算
総
額
は
、
６
千
９
５
７
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

１
１
９
万
６
千
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
は
、
14
億
２
千
６
６
７

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

て
住
所
地
特
例
を
導
入
す
る
た
め

の
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
日
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
保
険
税
率

お
よ
び
軽
減
額
を
改
定
す
る
た
め

の
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

施
行
日
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
で
す
。

専
決
処
分
の
報
告

　

議
会
に
お
い
て
指
定
さ
れ
て
い

る
事
項
に
つ
い
て
専
決
処
分
の
報

告
で
す
。

　

日
野
町
立
日
野
中
学
校
体
育
館

改
修
工
事
を
株
式
会
社　

奥
田
工

務
店　

代
表
取
締
役　

古ふ
る

谷た
に

孝た
か
し

と

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
工
事

を
施
工
し
て
い
る
工
事
の
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
た
め
、
契
約
金
額

の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

・
変
更
前
の
額１

億
２
千
１
３
８
万
円

・
変
更
後
の
額

１
億
２
千
４
２
６
万
７
千
５
０
０
円

補
　

正
　

予
　

算

◆
平
成
21
年
度
一
般
会
計

　

8
0
1
万
4
千
円
を
減
額
し
て
、

予
算
総
額
は
83
億
１
千
2
5
0
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
補
正
の
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

歳
　
出

☆
庁
舎
等
施
設
管
理
事
業

４
千
７
３
２
万
８
千
円

☆
公
立
保
育
所
運
営
事
業　
　

４
千
３
３
２
万
１
千
円

☆
文
化
振
興
事
業

２
千
６
２
０
万
５
千
円

☆
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

４
５
０
万
７
千
円

◆
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

　

３
千
２
１
５
万
６
千
円
を
追
加

し
て
、
予
算
総
額
は
20
億
４
千
１

７
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計

　

15
万
円
を
減
額
し
て
、
予
算
総

額
は
、
１
千
6
6
4
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計

　

３
万
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総

額
は
、
３
４
２
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

　

２
７
２
万
６
千
円
を
減
額
し
て
、

予
算
総
額
は
、
２
千
１
２
１
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計

　

１
千
１
８
７
万
２
千
円
を
減
額

し
て
、
予
算
総
額
は
13
億
37
万
円

人

事

案

件

◆
日
野
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

大
津
市
の
本ほ

ん

多だ

滝た
き

夫お

さ
ん
、
吉よ

し

田だ

和か
ず

宏ひ
ろ

さ
ん
、
吹
田
市
の
長は

谷せ

川が
わ

佳よ
し

彦ひ
こ

さ
ん
の
３
名
を
再
任
す
る
同

意
、
内
池
の
端は

し

野の

と
み
子こ

さ
ん
、

村
井
の
西に

し

田だ

三み

枝え

子こ

さ
ん
を
新
た

に
選
任
す
る
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
２
年
）

◆
日
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

奥お
く

村む
ら

薫か
お
る

さ
ん
（
鳥
居
平
）
の
任
命

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
で
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

◆
日
野
町
公
共
土
木
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

日
野
町
お
よ
び
滋
賀
県
が
行
う

公
共
土
木
事
業
の
費
用
に
充
て
る

分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
日
野
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
の
給
与
等
の
改
定

に
準
じ
て
日
野
町
職
員
の
給
与
等

を
改
定
す
る
条
例
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

◆
日
野
町
保
育
所
入
所
児
童
に
要

す
る
費
用
の
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

保
護
者
負
担
金
基
準
表
の
世
帯

区
分
に
新
た
な
所
得
階
層
を
設
け
、

保
育
料
を
改
定
す
る
た
め
の
条
例

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
日
野
町
福
祉
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
お
い

て
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
に
対
し

　

平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
26
日
ま
で
の
26
日
間
に

わ
た
っ
て
開
会
さ
れ
、
提
案
が
あ
り
ま
し
た
34
議
案
お
よ
び
報
告
１
件
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
決
議

案
が
２
件
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
日
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
議
員
か
ら
修
正
案
が
出
さ
れ
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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◆
平
成
21
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

　

５
２
３
万
７
千
円
を
減
額
し
て
、

予
算
総
額
は
、
１
億
８
千
８
１
７

万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
収
入
予
定
額
に

１
千
１
万
３
千
円
を
減
額
し
て
、

６
億
１
千
４
８
４
万
３
千
円
に
、

支
出
予
定
額
に
23
万
３
千
円
を
減

額
し
て
、
６
億
７
千
３
万
９
千
円

に
、
資
本
的
収
支
の
収
入
予
定
額

に
２
千
１
２
５
万
円
を
減
額
し
て
、

１
億
８
１
７
万
１
千
円
に
、
支
出

予
定
額
に
２
千
４
８
４
万
８
千
円

を
減
額
し
て
、
２
億
５
千
４
４
６

万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

意
　
見
　
書
　
決
　
議

◆
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を

求
め
る
意
見
書
決
議
　  

可
決
決
議

◆
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

負
担
の
見
直
し
・
増
額
を
求
め
る

意
見
書
決
議
　
　
　
　  

可
決
決
議

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　
　
　

☎
�
６
５
５
１

　
　

有
線
⑤
７
７
５
０

　

日
野
町
国
民
健
康
保
険
は
、

他
の
健
康
保
険
と
比
べ
て
、
高

齢
者
や
低
所
得
者
の
加
入
割
合

が
高
い
と
い
う
構
造
的
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
高
齢
化
に
加

え
て
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
の

要
因
で
医
療
費
は
右
肩
上
が
り

で
推
移
し
、
こ
れ
を
賄
う
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
も
大
変
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
国
保
税
率
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
に

配
慮
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
ギ

リ
ギ
リ
の
改
定
率
を
算
定
し
、

１
月
の
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
あ
わ

せ
て
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

引
き
上
げ
に
つ
い
て
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
に
、今
年
２
月
上

旬
に
各
地
区
公
民
館
を
会
場
に

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
引
き
上
げ
に

か
か
る
税
率
改
定
と
、
あ
わ
せ

て
今
後
の
医
療
費
に
対
応
す
る

た
め
、
一
般
会
計
か
ら
５
千
万

円
を
国
保
会
計
基
金
積
立
金
に

繰
り
入
れ
る
こ
と
の
内
容
を
議

会
に
提
案
し
ま
し
た
が
、
審
議

の
結
果
、
施
行
期
日
を
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
４

月
１
日
へ
１
年
間
延
期
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
22
年
度
の
保
険
税
率
は
21

年
度
と
同
率
で
算
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

伸
び
続
け
る
医
療
費
に
対
応
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の

改
定
に
と
も
な
う
条
例
案
を
、
３
月
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
が
、

審
議
の
結
果
、
施
行
期
日
を
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
延

期
し
、
平
成
23
年
４
月
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
は
平
成
23
年
４
月
実
施
に
延
期

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

保
険
年
金
担
当

　
　
　

☎
�
６
５
７
１

　
　

有
線
⑤
７
７
８
４

●平成22年度税政改正により、国民健康保険税の基礎課税額（医療分）にかかる課税限度を50万円（現行
47万円）、後期高齢者支援金分等課税額（支援金等分）にかかる課税限度額を13万円（現行12万円）に
本年度課税分から引き上げられることになりました。また、国民健康保険の被保険者が非自発的な理由

（解雇、雇い止め等）により離職した一定の方は、在職中の保険料負担と比較して過重とならないよう、
申請により前年給与所得に限り30 ／ 100とみなして税額が算出されることになりました。

※１所得割
加入者について
前年の総所得金
額 か ら33万 円
を控除した額に
税率をかけて算
定します

※２資産割
加入者のその年
の固定資産税額

（土地および家
屋に係る分）に
税率をかけて算
定します

平成22年度　保険税額および保険税率

保険税の算定内訳
保　険　税　率

医　療　分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
所得割（所得負担分）※１ 4.94％ 1.70％ 1.35％
資産割（固定資産分）※２ 23.59％ 5.00％ 7.10％
均等割（加入者１人につき） 23,000 円 3,000 円 9,000 円
平等割（１世帯につき） 16,800 円 8,000 円 5,100 円

平成23年度　保険税額および保険税率
所得割（所得負担分）※１ 6.70％ 1.80％ 1.35％
資産割（固定資産分）※２ 19.30％ 5.10％ 7.10％
均等割（加入者１人につき） 22,800 円 6,000 円 9,000 円
平等割（１世帯につき） 21,400 円 5,600 円 5,100 円
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